
 平成３０年度第２回青森市健康福祉審議会地域保健専門分科会 会議概要 

 

 

日  時：平成３１年２月１５日（金） 午後１時～午後２時 

 

場  所：青森市保健所（元気プラザ）1F 会議室 

 

出席委員：村松薫委員、高谷和彦委員、畑中和紀委員、成田憲雄委員、山崎祐佳委員 

《計５名》 

 

欠席委員：成田祥耕委員 

 

事 務 局：青森市保健部長 浦田浩美 

青森市保健所長 野村由美子 

 青森市保健所副所長 山口朋子 

保健部参事兼保健予防課長事務取扱 加福拓志 生活衛生課長 村本道則 

健康づくり推進課長 鈴木久美子 浪岡事務所健康福祉課長 小形麻理 

健康づくり推進課副参事 白川清悦 

保健予防課主幹 大澤真理子 保健予防課主幹 福士一茂 

保健予防課主幹 嶋中幸希 保健予防課主幹 長谷川治 

保健予防課主幹 白取和子 保健予防課主事 音喜多咲子 

生活衛生課主幹 工藤晴久 生活衛生課主査 横山直子 

    健康づくり推進課主幹 榊乃里子 健康づくり推進課主幹 種市靖子 

 《計１８名》 

 

会議次第 

 １ 開会 

２ 青森市保健部長あいさつ 

  ３ 案件 

    （１）平成３1年度青森市保健所の主な事務事業（案）について 

    （２）青森市急病センター条例の一部を改正する条例の制定について 

    （３）青森市健康増進センター条例及び青森市市民センター条例の一部を 

       改正する条例の制定について 

４ 報告 

  （仮称）青森市母子健康包括支援センターについて 

５ その他 

  ６ 閉会 

 

議事要旨 

案件（１）平成３1年度青森市保健所の主な事務事業（案）について 

事務局（保健予防課長、生活衛生課長、健康づくり推進課長）から資料１に沿って説明。 

 

質疑応答 

主な質疑応答は以下のとおり 

 

○９月の自殺予防週間は国で設定しているのか、青森市独自のものか。９月に設定されて

いるのは、この時期が特に自殺者が多いといった背景があるのか。 



･(事務局) 自殺予防週間は国で設定しているものである。９月に特に自殺者が多いといっ

たことではないと認識している。 

 

 ○医療安全支援センターに寄せられた相談について、関係機関に全て報告しているのか。 

･(事務局)相談者からの希望があった場合にのみ、関係機関に報告している。 

 

 ○ＨＡＣＣＰによる衛生管理の義務化について、どのように周知しているのか。 

･(事務局)立入調査で施設へ行った際にパンフレットを配布したり、依頼を受けて研修会を

実施したりして対応している。 

 

案件（２）青森市急病センター条例の一部を改正する条例の制定について 

事務局（保健予防課長）から資料２に沿って説明。 

 

質疑応答 

意見等なし 

 

案件（３）青森市健康増進センター条例及び青森市市民センター条例の一部を改正する条

例の制定について 

事務局（健康づくり推進課長）から資料３に沿って説明。 

 

質疑応答 

意見等なし 

 

報告 （仮称）青森市母子健康包括支援センターについて 

事務局（健康づくり推進課長）から資料４、５に沿って説明。 

 

質疑応答 

主な質疑応答は以下のとおり 

 

○元気プラザの改修工事について、増築はするのか。 

・（事務局）増築はせず、既存の施設を改修し使用する。 


